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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成24年6月28日(2012.6.28)

【公表番号】特表2012-500551(P2012-500551A)
【公表日】平成24年1月5日(2012.1.5)
【年通号数】公開・登録公報2012-001
【出願番号】特願2011-523737(P2011-523737)
【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】平成24年5月11日(2012.5.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プライマリ周波数（ｐｒｉｍａｒｙ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）及び少なくとも一つのセカ
ンダリ周波数（ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）を使用する無線通信システム
における基地局の動作方法において、
　前記少なくとも一つのセカンダリ周波数のうち少なくとも一つの活性化又は非活性化を
決定する過程と、
　前記少なくとも一つのセカンダリ周波数のうち少なくとも一つの活性化又は非活性化を
指示するビットマップを含むメッセージを移動局に送信する過程と、を含むことを特徴と
する方法。
【請求項２】
　前記プライマリ周波数は、前記移動局が初期接続設定手順を行った周波数であることを
特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記プライマリ周波数は、常にオン状態であることを特徴とする請求項１または２に記
載の方法。
【請求項４】
　前記少なくとも一つのセカンダリ周波数のうち少なくとも一つの活性化又は非活性化を
決定する過程は、
　該当セカンダリ周波数を使用する移動局のバッテリ残量が閾値未満である場合、前記該
当セカンダリ周波数の負荷量が閾値以上である場合、前記該当セカンダリ周波数に対する
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信号強度測定値が閾値未満である場合のうち一つである場合、前記該当セカンダリ周波数
の非活性化を判断する過程を含むことを特徴とする請求項１～３のいずれかに記載の方法
。
【請求項５】
　前記メッセージは、非活性化される少なくとも一つのセカンダリ周波数に対するオフ期
間情報、前記非活性化されるセカンダリ周波数以外に他の周波数の使用を要請する情報、
前記他の周波数を指示する情報のうち少なくとも一つを更に含むことを特徴とする請求項
１～４のいずれかに記載の方法。
【請求項６】
　前記メッセージは、前記移動局のスリープモード進入要請に対する許容可否を知らせる
スリープ応答メッセージの一部であることを特徴とする請求項１～５のいずれかに記載の
方法。
【請求項７】
　プライマリ周波数及び少なくとも一つのセカンダリ周波数を使用する無線通信システム
における基地局の動作方法において、
　基地局から前記少なくとも一つのセカンダリ周波数のうち少なくとも一つの活性化又は
非活性化を指示するビットマップを含むメッセージを受信する過程と、
　前記メッセージに応じて前記少なくとも一つのセカンダリ周波数のうち少なくとも一つ
を活性化又は非活性化する過程と、を含むことを特徴とする方法。
【請求項８】
　前記プライマリ周波数は、前記移動局が初期接続設定手順を行った周波数であることを
特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記プライマリ周波数は、常にオン状態であることを特徴とする請求項７または８に記
載の方法。
【請求項１０】
　前記メッセージは、非活性化される少なくとも一つのセカンダリ周波数に対するオフ期
間情報、前記非活性化されるセカンダリ周波数以外に他の周波数の使用を要請する情報、
前記他の周波数を指示する情報のうち少なくとも一つを更に含むことを特徴とする請求項
７～９のいずれかに記載の方法。
【請求項１１】
　前記メッセージは、前記移動局のスリープモード進入を要請するスリープ要請メッセー
ジの一部であることを特徴とする請求項７～１０のいずれかに記載の方法。
【請求項１２】
　プライマリ周波数及び少なくとも一つのセカンダリ周波数を使用する無線通信システム
における基地局装置において、
　前記少なくとも一つのセカンダリ周波数のうち少なくとも一つの活性化又は非活性化を
決定する制御部と、
　前記少なくとも一つのセカンダリ周波数のうち少なくとも一つの活性化又は非活性化を
指示するビットマップを含むメッセージを移動局に送信する送信部と、を含むことを特徴
とする装置。
【請求項１３】
　前記プライマリ周波数は、前記移動局が初期接続設定手順を行った周波数であることを
特徴とする請求項１２に記載の装置。
【請求項１４】
　前記プライマリ周波数は、常にオン状態であることを特徴とする請求項１２または１３
に記載の装置。
【請求項１５】
　前記制御部は、該当セカンダリ周波数を使用する移動局のバッテリ残量が閾値未満であ
る場合、前記該当セカンダリ周波数の負荷量が閾値以上である場合、前記該当セカンダリ



(3) JP 2012-500551 A5 2012.6.28

周波数に対する信号強度測定値が閾値未満である場合のうち一つである場合、前記該当セ
カンダリ周波数の非活性化を判断することを特徴とする請求項１２～１４のいずれかに記
載の装置。
【請求項１６】
　前記メッセージは、非活性化される少なくとも一つのセカンダリ周波数に対するオフ期
間情報、前記非活性化されるセカンダリ周波数以外に他の周波数の使用を要請する情報、
前記他の周波数を指示する情報のうち少なくとも一つを更に含むことを特徴とする請求項
１２～１５のいずれかに記載の装置。
【請求項１７】
　前記メッセージは、前記移動局のスリープモード進入要請に対する許容可否を知らせる
スリープ応答メッセージの一部であることを特徴とする請求項１２～１６のいずれかに記
載の装置。
【請求項１８】
　プライマリ周波数及び少なくとも一つのセカンダリ周波数を使用する無線通信システム
における基地局の動作装置において、
　基地局から前記少なくとも一つのセカンダリ周波数のうち少なくとも一つの活性化又は
非活性化を指示するビットマップを含むメッセージを受信する受信部と、
　前記メッセージに応じて前記少なくとも一つのセカンダリ周波数のうち少なくとも一つ
を活性化又は非活性化する制御部と、を含むことを特徴とする装置。
【請求項１９】
　前記プライマリ周波数は、前記移動局が初期接続設定手順を行った周波数であることを
特徴とする請求項１８に記載の装置。
【請求項２０】
　前記プライマリ周波数は、常にオン状態であることを特徴とする請求項１８または１９
に記載の装置。
【請求項２１】
　前記メッセージは、非活性化される少なくとも一つのセカンダリ周波数に対するオフ期
間情報、前記非活性化されるセカンダリ周波数以外に他の周波数の使用を要請する情報、
前記他の周波数を指示する情報のうち少なくとも一つを更に含むことを特徴とする請求項
１８～２０のいずれかに記載の装置。
【請求項２２】
　前記メッセージは、前記移動局のスリープモード進入を要請するスリープ要請メッセー
ジの一部であることを特徴とする請求項１８～２１のいずれかに記載の装置。
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